
資料３　みどりの現状と課題に関する資料
１ 横須賀市のみどりの概況

本市樹林地は、昭和40年から59年までの約20年間に、東京湾沿いの丘陵地、平作川流域周辺、南西
部の丘陵地が宅地化等により約25％（約2,500ha）と大幅に減少しました。また、平成７年から17年
までの10年間では、約1.2％（約120ha）減少しています。

（1）樹林地の経年変化
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樹林地の経年変化図 ①（昭和19年～平成17年の樹林地） 

※平成17年の樹林地は次ページ（ 樹林地の経年変化図 ② ）

　緑被率が平成７年から平成12年にかけて上昇している理由は、計測手法がデジタル化されたことに
よる精度の向上によるもの。 
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（2）斜面緑地
現在、市街化区域の斜面緑地は約870ha（公園を除く）あり、宅地開発等により減少しています。

その多くが民有地で、かつ急傾斜地崩壊危険区域に指定されています。

樹林地の経年変化図 ②（昭和19年～平成17年の樹林地）

※斜面緑地＝概ね500㎡以上の公園を除く樹林地
斜面緑地と急傾斜地崩壊危険区域の現況 斜面緑地の現況 
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（3）植生の現況
市域の植生は、人為的干渉の影響により成立した代償植生が大部分の面積を占めています。中でも

カラスザンショウ林、コナラ林、オオシマザクラ林の面積が多く広がっています。また、オオシマザ
クラ林の多くは植林されたもので、大楠山周辺に広く分布しています。植林ではこのほかにスギ植林、
マテバシイ植林があり、大楠山山頂綾線などに広く分布が見られます。また、タブ林、スダジイ林な
ど自然林は一部の神社仏閣に見られます。さらに、自然植生が最も多く残されているのは海岸部で、
トベラ・ヒメユズリハ・モチノキなどの常緑低木林が残されています。
三浦半島に特有な陸上生物の多様性を育んでいた主たる植生は自然林ではなく、その周囲に発達す

る高木～低木の常緑樹や落葉樹が混成した二次林です。これらはこれまで雑木林として活用されてい
ましたが、近年は管理放棄による遷移が進み、林相の単純化、林床の裸地化と拡大、倒木発生などの
問題が生じており、生物多様性の保全の視点からも二次林の管理が必要です。
三浦半島の西部地域はハマオモト（ハマユウ）やハマボウなど南方系植物といわれる種の、日本北

限分布地に相当しています。佐島には県の天然記念物に指定されているこれらの海浜植物が豊かに生
育しています。観音崎・荒崎・佐島（天神島）・長者ヶ崎の自然海岸に見られる海浜植生も極めて貴
重な植物です。また三浦半島の海岸線には、南方系の種（ハマオモトやイワダレソウ）と北方系の種
（スカシユリやハマニンニク）などの海浜植物が混在して分布するなどの特徴もあります。
「よこすかの植生」調査（平成12年度）では、これまで人為的に手が加えられていない植生を有する
地区が（13地区）存在することが確認されています。
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出典：都市計画基礎調査（2005年） 
植生の現況図
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（4）水系及び河川流域・集水域
本市の河川法に基づく法河川は８水系、11河川あり、２級河川は鷹取川、平作川、松越川、竹川の

４河川で、平作川が約７キロメートルあり三浦半島で最長で流域も最大のものです。また、準用河川
は野比川、長沢川、津久井川、川間川、松越川、竹川、小田和川、荻野川、前田川の９河川（なお、
松越川、竹川の準用河川は２級河川の上流部のこと、下流部は２級河川）です。なお、平作川、松越
川、前田川の上流域は大楠山山系です。
本市管理河川の治水上（約50mm～約70mm/h対応整備）の河川整備率99％（未整備ではあるが治

水上改修の必要性がないと判断した延長5,800mを含む）を越えていますが、河川上流域には、森林の
管理不足による倒木や林床の裸地化などの問題が発生している場所もあり、流域単位での適切な管理
の検討が必要となっています。
また、ため池については、水田が減少し、水資源の利用が必要なくなり、水面が見られない状態の

ものが存在するため、調査と活用に関する検討が必要です。
なお、海岸には砂浜、岩礁、干潟などの自然海岸も見られ、観光資源としても利用されています。

水系及び河川流域・集水域の現況  
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主な河川流域の特性 
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河川流域・集水域区分及び主な河川流域の特性  

主な河川流域の特性 



（５）生物の生息環境
三浦半島の自然環境を把握する上で指標となる生物は、森林・湿地・海岸線などのまとまりのある

みどりに分布しています。なお、下図結果は1991 年のものであり、今後の調査が必要です。

資料編
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生物分布図 
出典：三浦半島の自然環境1991年
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（6）歴史的資産
本市は古くは弟橘媛の伝説に始まり、鎌倉幕府草創期の三浦一族の存在、ペリー率いる黒船来航、

横須賀製鉄所の開設などそれぞれの時代の日本史の重要な舞台になっており、豊かな自然・様々な交
流の中で、歴史と文化を育まれています。

160 指定文化財・天然記念物等分布図 



（7）みどりをつなぐプロムナード・散歩道
本市のハイキングコース、歴史的散歩コース、うみかぜの路（10,000メートルプロムナード）、観

光コース等をつなぐと、みどりをつなぐプロムナード・散歩道が整備されます。

2 横須賀市のみどりの特徴
（1）広域的なみどりのつながり
①首都圏

本市のみどりは、三浦半島から多摩丘陵へと連なる首都圏のグリーンベルトの一部を形成し、広域
的な（首都圏～三浦半島）から見てもとても重要な存在です。
平成16年3月に策定された「首都圏の都市環境インフラのグランドデザイン」では、本市を含む三

浦半島ゾーンが「特に保全すべき貴重な自然環境で、首都圏の水と緑のネットワークの中核となるエ
リアであり、保全・再生・創出の計画的な取組みを講じていくところ」として位置付けられています。

②多摩・三浦丘陵
本市のみどりは、多摩・三浦丘陵の一部を担っています。多摩・三浦丘陵は、これまでは行政区分

ごとに取り扱われることが多かったものの、その広がりや自然のつながりから、広域的な視点でみど
りのネットワークを形成する取組みが必要になることから、現在では13市町が連携した「多摩・三浦
丘陵の緑と水景に関する広域連携会議」が設置され、広域的なつながりを視野にいれた保全・活用の
取組みが進めてられています。※図は本編P.17に掲載

③神奈川県みどり計画
神奈川県土全体にわたるみどりに関する体系的な指針と施策体系のもとにみどりの保全・再生・創

出を推進する計画が、平成18年3月に策定され、県土の主軸のみどりとして、みなと緑化域、三浦半
島緑化域、なぎさ緑化域が位置づけられています。※図は本編P.18に掲載

④三浦半島公園圏構想
三浦半島全体を魅力ある公園のような空間としていくことをめざして、三浦半島公園圏構想が平成

18年に策定されています。※図は本編P.18に掲載
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（2）特徴的な地形がつくる多様なみどり
市内には、「丘陵のみどり」「海辺のみどり」「台地に広がる農地」「斜面緑地」「源流から河口まで距

離が短い河川」など、さまざまな地形により形成された多様なみどりが存在します。そのため、個々
のみどりが持つ特徴や課題を踏まえてみどりの保全・創出を図っていく必要があります。
市民の多くが、「海やみどりなど自然環境に恵まれている」と考える理由の一つとして、これらの地

形的特性によるものが考えられます。
①市街地の背景となる丘陵のみどり

本市の丘陵のみどりは、広域的で貴重なみどりであり、都市の骨格を構成するみどりとなっていま
す。主にクヌギ、コナラの二次林やスギ・ヒノキ等の人工林から構成されますが、一部には自然植生
もみられます。

②海辺景観と一体となったみどり
猿島・観音崎・荒崎・天神島などは自然海岸を有し、その海岸と背後のみどりが一体となり、貴重

な自然環境及び自然的な景観を形成しています。こうした区域の多くは都市公園や自然教育園として
緑地が守り活かされています。

③丘陵と３つの湾を結ぶ河川のみどり
平作川は三浦半島で最長の河川で、そのほか、松越川、前田川などでは、河川だけでなく源流域と

なる大楠山系の樹林地があります。また、ホタルの生息している小河川や水路は、水辺環境と一体と
なったみどりとして再生され、地域の人々によりに保全されています。

④谷戸地域のみどり
市域の北東部には三方を斜面緑地で囲まれた谷戸地域が存在しています。これらの地域では、人口

減少・少子高齢化による影響から空家が増えつつあり、今後はこれらの空家の跡地などのみどりの再
生が課題となっています。

⑤里山的環境のみどり
都市化が進む前の市内には「ため池・河川・田畑・二次林」などから構成される「里山的環境」が

存在していました。こうした地域では稲作から薪炭用の雑木林へと変貌し、その後市街化が進んだ経
過があります。

⑥まとまった農地
市南部･西部には、農地や農村集落地が点在する地域があり、豊かな農業環境を形成しています。

市内には、３箇所の農業振興地域があります。

（3）拠点となるみどり
本市を代表し、人々の交流の拠点となる公園には、ヴェルニー公園、三笠公園、猿島公園、観音崎

公園、長井海の手公園（ソレイユの丘）などがあり、市内外から多くの来園者があります。
また、四季を通して様々な花を楽しむことができる公園には、塚山公園・南郷公園・衣笠山公園・

根岸公園（サクラ）や、田浦梅の里（ウメ・スイセン）、太田和つつじの丘（ツツジ）、くりはま花の
国（コスモス・ポピー）、しょうぶ園（ハナショウブ、フジ）などがあり、海辺の公園として荒崎公園、
立石公園や港湾緑地のうみかぜ公園、海辺つり公園などが海辺の景観と憩いの場として親しまれてい
ます。
そして、追浜公園、不入斗公園、大津公園、西公園など運動公園では健康増進と交流の場として多

くの市民に利用されています。

（4）歴史的な背景のあるみどり
市内には、自然と歴史的背景が一体となったみどりが存在しています。主なものは、ヴェルニー公

園～猿島公園、観音崎公園周辺、浦賀～燈明堂～久里浜における江戸時代から明治時代に掛けての近
代化を象徴するエリアや、平安時代後期から戦国時代初期にかけての三浦一族ゆかりの地がある衣笠
城址周辺エリアがあります。また、これ以外にも、北部地区の夏島エリア（夏島公園、貝山緑地）・
塚山公園、西部地区の子安の里エリアなどがあります。
みどり豊かな魅力ある都市とするため、こうした歴史的・文化的資源と一体となったみどりの保全

やアクセス性の向上、情報発信など利用面の機能充実が望まれます。



3 横須賀市のこれまでのみどりの取組み
（1）みどりの保全に関する主な取組み

市街化調整区域（＝都市計画により定められた、市街化を抑制する区域）には、丘陵を形成する樹
林地や、それらの周辺に一団のまとまりとなって存在する樹林地に加え、猿島・観音崎・荒崎・天神
島などの自然海岸と一体となったみどりなどが残っており、貴重な自然環境や自然景観を形成してお
り、これらについては、法令等に基づく地区指定によって保全の取組みをしてきました。また、市の
南～西部にかけて広がる、農業用地は、農業振興地域の指定をしています。
一方、市街化区域（＝優先的、計画的に市街化を図るべき区域）には、市の北部地域や、既に住宅

開発が行われた地区の外周部などに、斜面緑地が存在し、身近な自然景観として人々の心に潤いを与
えるみどりとして残っており、指定緑地保全制度や都市林として保全しています。
民有地の樹林地を守るために、今後も計画的に近郊緑地特別保全地区みどりの買取りや、その他の

樹林地保全のための支援を継続していく必要がありますが、公有地化された樹林地の維持管理や財政
的な負担が問題となっています。樹林地の保全に関する主な取組みは、以下のとおりです。

現在、農地を守るため、「農業振興地域整備計画」に基づき計画的に農用地区域の保全を図っていま
す。また、生産緑地は、相続等により買取り申出が増加する可能性があります。しかし、現在は財政
的に対応が困難な状態にあります。農地の保全に関する主な取組みは、以下のとおりです。

①「首都圏近郊緑地特別保全地区」の指定による土地利用行為の制限と、その損失補償としての買
取りによる緑地の保全
現在、「首都圏近郊緑地保全法」に基づき「衣笠大楠山地区」「武山地区」の２地区(約244ha)を

「近郊緑地特別保全地区」として指定されています。この指定地区では土地利用が制限され、強くみ
どりが守られています。その損失補償として買い取りによる緑地の保全も進めており、これまで本市
での土地の買取り面積は約11haです。

②保安林
現在、約52haが保安林に指定され、土地利用が厳しく制限され、強くみどりが守られています。

※図は本編P.72に掲載
③自然環境保全地域

現在、約５haが自然環境保全地域に指定され、土地利用が厳しく制限され、強くみどりが守られて
います。※図は本編P.72に掲載
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※数値は平成20年度末現在  （ ）内は前計画策定時との増減

※数値は平成20年度末現在  （ ）内は前計画策定時との増減
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④緑地保全として担保性のあるみどりの現状
永続的に守られるみどりの現状は以下のおりです。

⑤風致地区
現在、５地区1,355.7haが指定されています。（第１種147.2ha、第4種1,208.6ha）※図は本編

P.81に掲載
⑥「適正な土地利用の調整に関する条例（市）」による指導等

当該条例に基づき開発行為等の
対象行為を行う場合に、緑化や緑
地の保全等について基準を設けて
審査・指導等を行っています。
平成20年度指導実績　112件

⑦「指定緑地保全制度」により、
市街化区域内の良好な樹林地の
所有者を支援し保全
市街化区域内の500m2以上の優

良な緑地（地目が山林、田、畑、
雑種地）について、土地所有者か
らの申し出により市長が指定し保
全協定を締結しています。固定資
産税と都市計画税の３倍相当額と
面積に２円を乗じた額を奨励金と
して交付しています。
約52ha（平成20年度末）を指

定し、維持・保全を支援していま
す。

担保性のあるみどりの現況 

指定緑地の現況 



⑧都市林　
市に寄付された民有樹林地を、都市公園（都市林）とし、約29ha（平成20年度末）の寄付樹林地

を維持管理し保全しています。

⑨傾斜地山林の受納
500m2以上の良好な山林について、一定の基準を満たすものの寄付を受けいれています。なお、さ

らに積極的に受け入れを推進するため、基準を検討する必要があります。
⑩農業振興地域

現在、３箇所（565ha）が指定（平成20年度末）され、その内農業振興地域内農用地区域が
（336.7ha）存在しています。※図は本編P.84に掲載
⑪生産緑地

現在、25.5ha（平成20年度末）を生産緑地地区として指定されています。※図は本編P.85に掲載
⑫ビオトープの保全

本市では、市民協働のビオトープ、学校ビオトープ、河川・ため池・調整池のビオトープが存在し、
それぞれの保全・再生・活用について検討する必要があります。※図は本編P.77に掲載
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（2）みどりの創出に関する主な取組み
本市では三笠公園、くりはま花の国、長井海の手公園（ソレイユの丘）、観音崎公園など市を代表す

る公園や、市民生活に身近な街区公園などの都市公園等が整備されています。また、都市公園以外の
公園的施設としては、うみかぜ公園、海辺つり公園などの港湾緑地が整備され、水辺とみどりが一体
となったレクリエーションの場として多くの人が来園しています。そして、これらの施設を結んだネ
ットワークとして「海と緑の10,000メートルプロムナード」の整備が進んでいます。一方、公共公益
施設における緑化推進では、施設の道路に面した場所へ植栽する「グリーンアップ事業」や、幹線道
路における街路樹緑化を推進してきました。
また、民有地では生垣奨励により各家庭の緑化を支援してきました。さらに「地区計画」「緑地協定」

「風致地区」等の指定により、地区全体の緑化を促進し、加えて「適正な土地利用の調整に関する条例
（市）」などの基準により、全市域を対象に土地利用における一定率の区域内緑化を指導することで、
みどり豊かなまちづくりを推進してきました。
これまでのみどりの創出に関する主な取組みは、以下のとおりです。

①都市公園の整備率
本市の都市公園は約445haあり、市民一人当たりの面積は10.4m2/人で全国平均の9.4m2/人や都市

公園法施行令で定める整備標準10m2/人を上回り、県内の他市（町を除く）では一番多く、首都圏の
中でも都市公園の整備が進んでいる自治体といえます。しかし、公園種別毎に国の整備標準と比較す
ると、まだ、下回っている公園種別のものもあります。また、街区公園は、地域によって偏りがあり
ます。
なお、167ページに公園種別ごとの整備方針の考え方（参考）及び168ページに都市公園の種別の

表を示します。

※数値は平成20年度末現在  （ ）内は現計画策定時との増減など 
※「都市公園等」は本編P.87を参照 

主な都市の一人当たりの都市公園面積（平成20年度末時点） 
  出典：国土交通省都市・地域整備局 公園緑地関係データベース
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公園種別ごとの整備方針の考え方（参考） 
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都市公園の種別   



②港湾緑地
港湾区域における緑地の港湾緑地は、

「うみかぜ公園」「海辺つり公園」など約
17haが整備されています。港湾緑地は、
平成８年度には、８箇所（約16ha）でし
たが、平成20年度末では10箇所（17ha）
となり、新たに２箇所（約1ha）を整備さ
れました。

③その他の公共施設緑化
施設の道路に面した場所へ植栽する「グ

リーンアップ事業」（実施総延長6,019m）
や、幹線道路における街路樹緑化を推進し
てきました。海辺の公園と自然資源をネッ
トワークする「海と緑の10,000 メートル
プロムナード」の整備が進んでいます。な
お、河川整備においても生物空間確保及び
水質浄化の河床整備等、環境に配慮した整
備が行われています。なお、街路樹につい
ては、歩道の幅員確保が優先され、撤去さ
れた場所もあり、今後は目立った増加は見
込めない状況にあります。また、老木や大
木の樹種転換の必要性が指摘されていま
す。
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港湾緑地の現況 

街路樹の現況
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④民有地の緑化
これまで、生垣奨励により各家庭の緑化を支援してきました。緑地協定や「適正な土地利用の調整

に関する条例（市）」などにより土地利用における一定率の区域内緑化を指導してきました。また、
市民参加による “花いっぱい”の街づくり等を積極的に展開しています。
市街地のみどりは減少しており、公共施設だけでなく民有地の緑化推進が必要です。一方で、生垣

奨励が廃止され、現在、民有地緑化に対する支援制度がありません。
※緑地協定の現況図は本編P.99に掲載

（3）みどりの活動に関する主な取組み
今後は、市民・NPO・企業・行政が一体となって、みどりに対する関心を高め、理解と意識を深め

ていくことに加え、みどりに対する取組みや活動を行う体制と仕組みづくりが必要です。特に、市民
意識や企業意識の高まりに加え、価値観の多様化、高齢化社会に伴う社会貢献ニーズの増加により、
「みどり」に関する活動の場づくりの必要性が高まっています。これまで、市では、市民参加によるみ
どりを育てる取組みとして、草花の育成管理や山林の管理体験等、公園や緑地などの公共施設におい
て、市民参加イベントなどを実施してきました。
市民協働事業の取組みとしては、市民参加による花の維持管理活動、花の種、苗支給による自治会

等の花壇管理や花の育成、報償金制度による自治会等の公園除草・清掃への支援、まちかど里親制度
によるボランティア団体の公園・街路樹・河川等の維持管理の支援、グリーンバンク事業による家庭
で不要となった樹木のリサイクルの実施などを行っています。
そして、それらの周知のために「広報よこすか」や市のHP等を通じ情報発信をおこなっています。

①里山の保全・活用
本市の里山と呼ばれる山林の多くは、昔から薪炭林として維持されてきましたが、近年荒廃が進行

しています。それらの里山の保全・活用を考えるため、公有地（衣笠山公園、くりはま花の国）の２
箇所で、樹林地管理のモデル整備を進めてきました。

②花いっぱいの推進
公園や街なかの花壇に花を咲かせて、潤いある街づくりの推進するため、市民参加により、花のま

ち“よこすか”をイメージできる施策展開を継続しています。
③グリーンバンク事業の推進

家庭で不要になった樹木を受け入れ、必要とする市民に配布する事業を推進しています。
④みどりの管理に関る市民協働事業の推進

公園、街路、河川等において、市民団体や地域の自治会等の協力により、清掃や樹木の管理、自然
環境保全等の作業・活動が行われています。

⑤イベントの開催
田浦梅の里（梅林まつり）、南郷公園・衣笠山公園・根岸公園（桜まつり）ヴェルニー公園（ロー

ズフェスタ）など、それぞれの都市公園で各種イベントが開催されています。
⑥緑地基金

緑化を推進し、みどりの保全に必要な費用に充当するために設けられたのが緑地基金です｡緑地基
金は、平成9年4月に11億5,871万6,581円からスタートしています｡平成20年度末の基金現在高は約5
億4,080万円となっており、指定緑地保全奨励金や都市緑地法の土地購入、特別緑地保全地区のパト
ロール、グリーンバンク事業、公園管理委託などの経費として充当しました。
また、平成14年10月に｢緑のよこすかチャリティークリック｣を開始し、平成17年度から自動販売

機の売り上げの一部を緑地基金に当てる制度をスタートさせ、基金原資増加に努力しています。
しかし、緑地基金は目減り傾向にあるため、基金の原資を増やしていく方策を考えていく必要があ

ります｡



４ 横須賀市のみどりの課題
（1）みどりに関する市民意識

これまで実施された、「まちづくりアンケート」（平成19年６月）、「基本計画策定のための市民アン
ケート」「基本計画策定のための子どもアンケート」（平成20年５月）、「緑地と公園に関するアンケー
ト」（平成20年８月）の結果から、市民がみどりを含む、自然環境や公園などについて以下のような
意識を持っていることがわかります。

①自然やみどりの状況について
◇「横須賀の魅力的な所」として「海や緑などの自然環境に恵まれている」と感じているという回答
が一番多く、この回答は増加傾向にあります。緑を含む自然環境が本市の魅力になっていることが
わかります。

◇「本市に住み続けたいという意向を変化させる要因」としては「自然環境が今よりも豊かでなくな
る」ことが最も多く、自然環境が豊かであることが、横須賀市に住み続けたいと思う大きな要因に
なっています。この傾向は、平成８年以降大きな変化はありません。

◇きれいな海や山などが残っている様子の現在の状況に、約４割の市民が満足していません。また、
約半数の市民がきれいな海や山などが残っている様子が「以前と比べて悪くなった」と考えていま
す。「以前と比べて悪くなった」、現在の状況が「悪い」という回答は、平成20 年に増えています。

資料編

出典：基本計画策定のための市民アンケート報告書 H20年（2008年）9月 

出典：基本計画策定のための市民アンケート報告書 H20年（2008年）9月 

出典：まちづくり市民アンケート報告書 H19年（2007年）10月
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②みどりを残すことについて
◇「海と緑を生かした活気あるふれるまちのために優先すべき項目」として「きれいな海や山を残し
ていくこと」が一番多く、山などの緑の保全に対する要望が強いことが判ります。この項目は平成
16年以降増加傾向にあります。

◇「優先的に守るべき緑」として、「大きな丘陵地の緑」が一番多く、次に「自然海岸と一体となった
緑」「身近な民有樹林地の緑」の順となっており、市民の多くが、自然の状態で存在する、まとまり
のある緑地の保全を優先すべきと考えていることがわかります。

③子ども（小中学生）の意識
◇小中学生が「自分が市長になったら一番に取り組んでみたいこと」は「自然や環境を守ること」が
それぞれ一位、二位になっており、子ども達は自然環境を守るとこが大切だと感じています。

出典：まちづくり市民アンケート報告書 H19年（2007年）10月 

出典：緑地と公園に関するアンケート（H20年8月実施） 

出典：基本計画策定のための子どもアンケート報告書Ｈ20年（2008年）年9月 



◇小中学生が考える「望ましい横須賀の将来の都市像」は「海や緑などの自然が豊かなまち」がいず
れも一位となっており、子ども達も緑を含む自然豊かなまちが望ましいと感じています。

④緑地や公園に関連する今後の施策について
◇「市内の施設に対するニーズ」として、福祉・医療施設の次に「自然と親しむことのできる公園緑
地などの施設」が入っており、市民にとってニーズの高い施設となっています。このニーズは平成
20年になり増加しています。

◇「緑を増やすための施策」として、「街路樹、学校、行政施設などの公共施設における緑化の充実」
が5割と最も多く、次いで「ビルの屋上や壁面の緑化の推進策」「各家庭など住宅地域における植樹
や生垣などを促進するための対策」が続いており、公共施設における緑化推進を望む声が強いこと
がわかります。

173

資料編

出典：基本計画策定のための子どもアンケート報告書Ｈ20年（2008年）年9月 

出典：基本計画策定のための子どもアンケート報告書Ｈ20年（2008年）年9月 

出典：緑地と公園に関するアンケート（H20年8月実施） 
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◇「新たな公園をつくる場合に何を望むか」について「緑や水辺を身近に感じる事が出来る、自然が
多く残る公園」を望む割合が６割以上あり、街区公園や運動公園などの施設系の公園より、自然を
感じることの出来る公園づくりが望まれていることが判ります。

◇「既にある公園について何を望むか」について「古くなったベンチや遊具などの施設改修や、老朽
化公園の改修」が５割近くあり、次いで「災害時に仮設トイレが設置可能とするなどの防災対策」
となっており、既存公園の老朽化対策や防災対策が望まれていることがわかります。

⑤みどりを守るための財政（金銭的）負担について
緑地の買取りなど緑を守るための財源として、市民の皆様が金銭的負担をすることについて、「金

銭的負担することは、やむを得ない」と「やむを得ないが、その場合は負担額による」と回答した方
を併せると約７割の回答があり、ある程度の金銭負担に対する理解の傾向が見られますが、補足意見
として、「市の行財政の見直しが先」との意見もあり、慎重な検討が必要です。

出典：緑地と公園に関するアンケート（H20年8月実施） 

出典：緑地と公園に関するアンケート（H20年8月実施） 

出典：緑地と公園に関する
アンケート 

（H20年8月実施）



（2）みどりを「守り、つくり、育てる」の視点からみた課題
①みどりを守る

◇ 丘陵部のみどり
丘陵部のみどりの一部は首都圏近郊緑地特別保全地区に指定されていますが、未だ公有地化されて

いない土地が約190haあり、将来の買取りに多額の財源が必要となります。国営公園は誘致活動を継
続していますが正式な計画に至っていません。また、丘陵部の樹林地の減少幅は平成に入り少なくな
っていますが、現在も僅かながら減っています。
しかし、樹林地の多くは民有地であり、近郊緑地特別保全地区などのように、厳しく土地利用が制

限されている区域以外は、確実に守られるという担保性はありません。また、このような強い土地利
用規制地区を新たに指定する場合は、土地の所有者に対する買取りも含む損失補償を行う必要がある
ため、それらを考慮しながら検討する必要があります。
また、民有樹林地の寄付を受け、公有地化するにあたっても、防災対策や周辺住宅への影響を考慮

し、将来における永続的な公費による維持管理費の負担を念頭に置く必要があります。
◇ 自然環境を支えるみどり

丘陵部のみどりの消失や分断等により、そこで生息・生育・繁殖する生きものの減少が顕在化して
きています。また、貴重な自然海岸においても適切な保全が望まれています。
自然環境を支えるこれらのみどりには次のような課題を抱えています。

ア　自然環境の量の変化
● 樹林地、草原、水田、湿地、水面の減少
● 流域の開発や植生の変化による河川流量の減少
● 散発的に続く斜面緑地等の小規模開発

イ　自然環境の質の変化
● 落葉広葉樹から常緑広葉樹への遷移と林相の単純化、林床の裸地化と拡大、生木の倒木発生
● 湿地の乾燥化
● 流域単位における水循環の変化や被災リスクの増加

ウ　変化する生物相
●「特定外来生物による生態系に係る被害防止に関する法律」に基づき規制される特定外来生物、
のうち、三浦半島における、アライグマ、タイワンリスによる農作物や樹木の食害の増大

● 要注意外来生物のリストにあげられる植物「トキワツヨクサ」の分布拡大による在来種駆逐の心
配

● 生息環境の変化や盗掘、移入種(外来種）による生物相の変化や減少
● 温暖化に伴う生息種の変化、移入種(外来種）の定着
● 移入種(外来種）による在来種の食い荒らし　等

エ　生物多様性の確保
● 神奈川県レッドデータ生物調査報告書では、絶滅またはそのおそれのある植物は県内で約590種
類、市内で約70種類程が挙げられており、多様な生物が生息・生育・繁殖できる環境を確保して
いく必要性がある。
これらの自然環境を支える広大な樹林地や海の自然環境に対する適正な管理の推進が必要です。

資料編

絶滅またはそのおそれのある野生生物の種類 

出典：環境省「平成18年12月、平成19年８月レッドリストの見直しについて」報道発表資料 
神奈川県レッドデータ生物調査報告書（平成18年） 175
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◇ 市街地の斜面緑地
ア　斜面緑地の保全のあり方

斜面緑地の保全要望は強いものの、市街化区域内にあるため土地利用行為を制限することは困難
が伴います。保全には、誰が、どこを、どのように守るかも含め検討していく必要があります。
また、保全のための支援策や公有地化した斜面緑地の維持管理に必要な財源を確保していく必要

となります。今後は既存の緑地保全施策（指定緑地保全制度、緑地受納など）の有効性を検証し、
施策の再検討が必要となっています。なお、民有地の土地利用制限や買取りによる公有地化を行う
場合は、「損失補償」「買取費用」に多額な費用を要します。（市街化区域内民有樹林地面積約
870ha：平成17年度）。

イ　維持管理
斜面緑地は住宅地に隣接しているため、安全に維持するには防災工事や樹木の剪定など恒久的な

経費を要します。所有者はこれらの経費や、相続税の問題等により手放さざるを得ない状況になる
場合があります。

ウ　安全性の確保
斜面緑地の保全には、安全性の確保を優先して検討する必要があります。このため、市民の安全

な暮らしには防災工事が最優先となり、その結果として緑地が消失する可能性があります。一方、
防災施設による景観の悪化が指摘されています。

エ　緑地の寄付
これまで市へ寄付された斜面緑地の一部には、土地利用が困難で公有地化せずとも消失する可能

性の低い土地や、宅地盤を支える造成斜面等もあり、それらの維持管理や保全に係る市費負担が危
惧されるため、今後は効率的かつ効果的な斜面緑地保全のための寄付受納が求められます。

オ　緑地所有者への支援と協働
斜面緑地所有者への技術的や財政的支援策を検討し、所有者が自ら所有し続けていただくための

対策を講じる必要があります。また、市街地の斜面緑地を守るためには、行政だけでなく土地所有
者や地域住民及び事業者などと一体となり（市民・事業者・行政が協働し）、お互いの協力の下に保
全していく手法の検討が必要となります。

カ　失われたみどりの再生
市街地のみどりを全て保全することは困難であり、失われるみどりを補完するために、これまで

の緑化施策の継続・拡充に加え、更なる緑化促進策を検討する必要があります。
市ではこれまで、樹林地の買取りや寄付による公有地化を行ってきましたが、それらの買取りや

維持管理に係る経費の財源が課題となり、積極的にそうした施策を実施していくことが難しい状況
にあります。

絶滅またはそのおそれのある横須賀の植物

出典：神奈川県レッドデータ生物調査報告書（平成18年） 



②みどりをつくる
◇ 緑化の推進
ア　公共施設緑化

これまでは、公共施設の新設時に緑化に配慮することで、公共施設緑化率を高めてきましたが、
今後は公共施設の新規整備は多くは見込めません。そこで公共施設における緑化のあり方を検討し、
量と質の向上に努める必要があります。また、公共施設における緑化基準(緑化指針）が無いため、
緑化基準の検討が必要です。

イ　街路樹
歩行者優先の道路づくりや落葉、鳥害等により街路樹の伐採や強剪定の要望が多い一方、街路樹

の減少を危惧する声もあります。また、老木や大木の樹種転換の必要性も指摘されています。
ウ　民有地緑化

これまで実施されて来た生垣奨励制度が廃止され、民有地緑化に対する支援がないことから、今
後は効率的かつ効果的な民有地緑化（中心市街地の屋上緑化、壁面緑化、工場緑化等）支援策を検
討する必要があります。
また、暮らしの中に花を活かした取組みも継続し、みどりを生活の中に積極的に増やしていく必

要があります。
◇ 都市公園

市民一人当たりの公園面積整備基準のある公園種別（基幹公園・広域公園）のうち、標準を超えて
いるのは街区公園だけとなっていまが、街区公園は地域によって偏りがあるため適正な配置が望まれ
ることと合わせ、充足地域における開発時の提供公園のあり方についても検討が必要です。一方、本
市の公園は整備から長期間が経過し、施設の老朽化が進んでいます。こうしたことから老朽化した施
設を計画的にリニューアルするための検討が必要になっています。
さらに、防災拠点や広域避難地など防災公園の整備とともに、避難地等に位置付けられている公園

の機能強化を検討する必要があります。
また、用地の確保などの条件が整った場合、公園・緑地などの整備を推進していく必要があります

が、財政状況から公共施設の新たな整備は容易ではありません。今後は、大楠地域への国営公園の誘
致活動や、現存施設のネットワーク化、市民協働も含む維持管理及び活用促進策などにより、みどり
の既存ストックの効果的な維持・利用促進が望まれます。

③みどりを育てる
市民のみどりに対するニーズに対応し、更なるみどりに関連する情報提供や市民・NPO・事業者が

主体となったみどり豊かなまちづくりに関する意識の向上を図るための手法を検討する必要性が生じ
ています。また、市民・NPO・事業者・市が協働及び連携してみどりを守り、つくり、再生し、育て
ながら活かすための人づくりや団体づくりが必要とされていることから、そのための普及、啓発活動
の充実が必要です。
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（3）みどりの機能からみた課題
①都市環境の向上のための課題

● 海や河川等の水面は、大気を冷却する機能を有しヒートアイランド現象を緩和するために、水面の
保全と冷気を市街地に取り込む「風のみち」の確保が効果的です。そのために、河川や道路のみど
りを確保する必要があります。また、身近な水辺、土、みどりを残していくことが環境への負荷を
やわらげ、循環型の都市づくりには大切です

● 市街地を取り囲む樹林地は、二酸化炭素を吸収して酸素を供給するとともに、大気を浄化する重要
なみどりです。今後も、こうした丘陵地や斜面緑地の保全や自然の残る都市公園及びオープンスペ
ースを確保していく必要があります。

● 幹線道路や工場の周辺では、緩衝のための緑地が有効です。更にみどりは二酸化炭素や窒素酸化物
の吸収し大気の浄化効果があることから緑化を推進することが望まれます。

都市環境の向上のための課題 



②自然環境や生物多様性に関するみどりの保全・創出のための課題
● 生物多様性の保全には、丘陵部のみどりや農地のみどりなど豊かな自然環境を有するコアみどりや、
谷戸や斜面緑地及び河川、街路樹、各家庭のみどりなどの市街地の様々なサテライトのみどりやネ
ットワークのみどりが大切な要素であり、これらを守り、つくる必要があります。

● 猿島、走水･観音崎周辺、金田湾及び長者ヶ崎～荒崎海岸の相模湾沿いには海辺の自然環境が維持さ
れ、その後背地のみどりは一連の生態系を育んでいます。また、 市内13地区に残る自然植生は貴重
なみどりです。その他、猿島のウミウや、市内各所の河川･水路に生息するホタルなど、みどりが優
れた自然環境や生物多様性の保全に寄与しています。

資料編

自然環境や生物多様性に関するみどりの保全・創出のための課題 
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③安全・安心な都市づくりのための課題
● 災害時の広域避難地などのみどりの充実と、安全な避難路の確保が必要です。更に、地域の自主防
災活動のための一次避難地となる身近な公園の整備や充実が必要となります。

● 身近な生活環境では、延焼を防ぐために民有地におけるオープンスペースの確保や緑化を推進して
くことが望まれます。

● 丘陵部のみどりでは、樹林地を安全に維持管理し河川流域の安全性を確保していく必要があります。
更に市街地の急傾斜地崩壊危険区域に存在する斜面緑地の安全性を高め、市民の生命と財産を守る
必要があります。

安全・安心な都市づくりのための課題 



④美しい景観と歴史的な風土の形成のための課題
● 本市の景観の特徴は、海と丘陵や斜面緑地のみどりによるものです。これらの景観の重要な要素と
なるそれぞれのみどりを守っていく必要があります。

● 身近な生活空間では、学校や地域ごとの生活と一体となった地域のみどりの景観を美しく保ってい
く必要があります。

● 本市の特色ある景観を眺望する「眺望点」からの景観を保全するとともに、公園などから市外など
遠方の景観も大切な景観要素として確保してく必要があります。

● 歴史的背景と一体となったみどりの保全とともにその活用を検討していく必要があります。

資料編

美しい景観と歴史的な風土の形成のための課題 
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⑤レクリエーションの場の提供のための課題
● 身近な生活空間では、子どもから高齢者までが集える公園が求められています。
● レクリエーションや健康増進など人々の交流の拠点となるような都市公園などのみどりの保全と活
用が必要です。

● 拠点のみどりを安全かつ楽しく巡り、アクセスすることができる遊歩道や散歩道の整備によって、
ネットワークしていくことが必要です。

レクリエーションの場の提供のための課題 
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資料４　横須賀市のみどりの基本計画見直しの経過
１　横須賀市みどりの基本計画見直しまでの経緯
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2 横須賀市緑の基本計画見直し検討委員会
■ 検討委員会名簿

■ 委員会開催経過



■ 横須賀市緑の基本計画見直し検討委員会報告書
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髙梨委員長から吉田市長への報告
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3　環境総合政策会議
■ 会議構成員

■ 会議開催経過

4　横須賀市緑の基本計画見直し検討プロジェクト
■ プロジェクト構成員

■ 会議開催経過
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５  環境総合政策会議緑の基本計画見直し検討部会
（横須賀市緑の基本計画見直し検討プロジェクト会議から平成21年度に移行）
■ 部会構成員

■ 会議開催経過
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